
地方委員からの質問・意見

　2026年2月6日（金）に敦賀市・プラザ萬象にて各構成組織から地方委員・特別地方委員の

出席のもと、第39回地方委員会を開催しました。

　冒頭のあいさつに立った橋岡会長は、衆議院議員総選挙の取り組みに感謝を述べたうえ

で、「候補者のお二人については、政党の枠を超え、人物本位で推薦を決定した。現場の声に

耳を傾け、課題を共有しながら、労働運動を共に進めてきた存在であり、私たちにとってな

くてはならない存在である。」と訴え、必勝に向けた支援を求めました。

　また、2026春闘については、「賃上げを起点とした社会経済の安定と好循環を作り上げて

いくことが重要であり、中小企業や労働組合のない職場にも賃上げの流れをしっかりと波

及させていこう。そして、2026春闘では、賃上げがあたり前の社会を定着させるために、そ

れぞれが求められる役割と責任を果たすことを全体で誓い合いたい。」と呼びかけました。

　今委員会は、議長団に選出された中村地方委員（UAゼンセン）と赤松地方委員（政労連）に

より議事が進められ、主要活動報告・春闘方針（案）ともに満場一致で承認・可決されました。

最後に、長田執行委員から地方委員会アピール（案）が上程され、全員の拍手で採択された

後、橋岡会長によるガンバロー三唱で締めくくりました。

　今回確認された方針に則って、2026春闘、そして組織運動に一丸となって取り組んでい

きましょう。
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　2026年1月22日（木）に福井県庁において「地方版政労使会議」福井県版が開

催され、連合福井からは橋岡会長が出席しました。この会議は、実質賃金の向

上・経済の好循環、そして中小企業への波及のため、関係者が認識を共有する

とともに、持続的な賃上げ機運を高めていくことを目的に開かれたものです。

　共通認識として、「力強い賃上げが必要である」という点については一致し

ていましたが、中小企業の厳しい現状を訴える発言も多くありました。持続的

な実質賃金の向上・経済の好循環実現のためには、中小企業の「稼ぐ力」の強化

に取り組む必要があることを、改めて確認し合う場となりました。

　2026春闘においても、公労使が協力してそれぞれの立場でそれぞれの役割

を果たしながら、共に環境整備を推進す

ることが求められます。連合福井では、引

き続き組織内の取り組みと同時に社会対

話などを通じた機運づくりにも注力し、

今年の春闘方針の実現にこだわった取り

組みを進めていきます。
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